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研究を始めるのに必要な知識・能力
・基本的な数学の能力（線ܗ数、౷ܭ解ੳなど）
・基本的なプロάラミンά能力
・カメラでのࡱӨ・1Cでの画૾ॲ理などίンϐϡータϏジョンに関Θる経験

研究室の指導方針
　本研究室では、実社会のさまざまなݱ場で生じている課題解決にけて、画૾ೝ識を主体とした֤種ೝ識技術をҭ成します。有用
な技術を開発していくために、企業メンόーと課題解決だけでなく課題設ఆまで含めてఆظ的な議論を進めます。課題解決にࡍしては、
ೝ識技術開発Ҏ֎の؍点も広く知ることが有用であるため、学生の主体性をଚ重しながら、ଞの研究テーマを持つ研究者との議論の場
を提ڙするなど、視野を広͛る機会もあΘせて提ڙしていきます。

この研究で身につく能力
　主に画૾ೝ識・深学習を主体とした研究に携Θることになるため、ۙ進าがஶしい当分野に関する最新動や۩体的な活用スΩ
ϧ、طଘख法のݶք・技術課題をѲ・理解することができます。また、課題解決能力だけでなく、企業のメンόーとのఆظ的な議論を通じ、
課題設ఆ能力やプϨθンテーション能力の֫得をظします。

修了生の活躍の場
　IT企業、電機メーカー、カメラメーカー、ιフトウェΞ会社など

研究内容
　ਓͱػց（"*）ͷڞੜΛ実͢ݱΔͨΊʹɺಛʹ͞·͟·ͳਓϞϊ͕行͖ަ͏実ੈքΛɺΧϝϥͳͲͷηϯαΛ༻͍ͯϦΞϧλΠϜɾ
៛ີʹೝࣝɾཧղ͢Δٕज़ʹ͍ͭͯڀݚɾ教ҭ͠· ɻ͢
　ۙɺਂֶशΛओମͱٕͨ͠ज़ֵ৽ʹΑΓɺಛʹը૾ೝࣝΛ中৺ͱͯ͠"*ͷྗඈ༂తʹ高·Γɺ൜Χϝϥө૾ͷϦΞϧλΠ
Ϝղੳ場ͰͷࠪݕɾϩϘςΟΫεͳͲɺ༷ʑͳ༻్ͷظ͕༺׆͞Ε͍ͯ· ɻ͔͢͠͠ɺࠓͷ"*ɺࣄલʹ大ྔͷֶशσʔλͱ
利༻͢Δݱ場ʹԠͨ͡ଟ大ͳௐ作͕ۀඞཁͰ͋ΔͨΊɺ࣌ʑࠁʑͱมԽ͢Δ༷ʑͳ実ڥʹ͓͍ͯेద༻Ͱ͖ͳ͍ͳͲɺ͍·ͳ
͓ଟ ͷ͘՝͕͞Ε͍ͯ· ɻ͢·ͨɺΑΓ高ͳೝࣝλεΫΛ実͢ݱΔͨΊʹɺΑΓϦΞϧλΠϜɾ៛ີͳσʔλΛऔಘ͢Δηϯγ
ϯάٕज़͕ΧΪͱͳΓ· ɻ͢
ͰҎ্ʹϦΞϧλΠϜɾਫ਼៛ʹͱΒ͑Δ͜ͱ͕༗༻Ͱ·ࠓมԽΛگͷมԽͷదԠʹɺ実ੈքͷঢ়ڥ　 ɻ͢ಛʹଟ ͷ͘ਂֶश͕
ରͱ͢Δۭؒํओମͷղੳ͚ͩͰͳ͘ํؒ࣌ʹ͍ͭͯີͳղੳɾཧղ͕Ͱ͖ΕɺมԽΛΑΓ֬実ʹଊ͑ΒΕɺଟ༷ͳڥ
ʹ༰қʹదԠͰ͖Δͱظ͞Ε· ɻ͢۩ମతʹɺ本ࣨڀݚͰҎԼͷςʔϚΛ中৺ʹ׆ಈ͠·͕͢ɺͦΕҎ֎ʹਂֶशࣗମ
ͷվળͳͲը૾ೝࣝΛओମͱͨ͠ೝٕࣝज़全ൠΛ෯広͘औΓѻ͍· ɻ͢

）̍高Ϗδϣϯ
　ैདྷɺଟ ͷ͘ը૾ೝࣝڀݚ30GQT（̍ඵʹ30ຕͷը૾ΛࡱӨ）Λఆ͍ͯ͠·͕͢ɺ高ΧϝϥΛ༻͍ͯ͞Βʹ͔͘ࡉʹํؒ࣌

（100GQT ʙ1000GQT）σʔλΛ࠾औ͢Δ͜ͱͰɺ高ʹҠಈ͢ΔମͰҠಈΛःΔ͜ͱͳ֬͘実ʹɾঢ়ଶѲ͢Δ͜ͱɺ
ମͷඍগͳৼಈঢ়ଶ·Ͱղੳ͢ΔͳͲɺ実ੈքΛΑΓਂ͘ཧղ͢Δ͜ͱΛ͠ࢦ· ɻ͢͜ͷΑ͏ͳ高Χϝϥܕ༺׆ͷೝٕࣝज़ʹΑΓɺ
ྫ͑ͷͮ Γ͘ͷݱ場Ͱɺଟछগྔੜ࢈Ͱଟ༷ͳϞϊΛѻ͏場合Ͱɺͷ్中ͰରΛࢭΊͣͦΕͧΕʹԠͨࠪ͡ݕΛ行͏高
͕ࠪݕ実ݱͰ͖· ɻ͢

ೝূݸ（̎
　Ϟϊͷද໘ʹଘ͢ࡏΔඍࡉͳಛ（ମࢦ）ΛΧϝϥͰࡱӨɾղੳ͢Δ͜ͱͰɺۉ一ʹ͞ΕͨۀͰ͋ͬͯ ͦͷͻͱͭ
ͻͱͭΛࣝ別͠ɺ真آΛ֬ೝ͢Δ͜ͱՄʹͳΓ· ɻ͢͜ͷΑ͏ͳඍࡉͳը૾ೝٕࣝज़ʹΑΓɺ実ੈքͷ͋ΒΏΔϞϊΛݸ୯ҐͰ
ࣝ別ɾ͠ɺ真آೝূͰ͖ΔΑ͏ʹ͢Δ͜ͱΛ͠ࢦ· ɻ͢͜ΕʹΑΓɺྫ͑ͷͮ͘Γͷݱ場Ͱੜޮ࢈ɾ෦ͷੑ
Λ࠷దԽͨ͠ΓɺϞϊͷྲྀ௨͔Βࢸʹ༺ΔޮԽηΩϡϦςΟΛ実ݱͰ͖· ɻ͢

　˞બできる教ҭプロάラムについては、ೖ学後、୲当教員に֬ೝしてください。

実世քのঢ়گม化をߴϦΞルλイϜ（ؒ࣌ߴղ能）͔ͭ៛ີ（ߴղ૾）にཧղしɺ
ਓと"*と͕共ੜするࣾձを実現

（写真左から）
客員教授：ੴ山　ྥ r-ishiZama@neD.Dom
客員准教授：宮野　ത義 h-miZano@neD.Dom

γϯϏオςΟοΫγスςϜ研究室
（ຊ電ࣜגؾձࣾ）
http://jpn.neD.Dom/rd/

研究設備
深学習の研究をԁに遂行するための(16サーό環境や、データ取得
のために必要となるࡱӨ機材（高カメラ、র໌など）

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
౦大や理研AI1など、さまざまな研究機関との共同研究もฒ行して実ࢪし
ながら、基盤技術のڧ化をすすめています。




